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 講 演（１） 
 
「学修の場としての図書館～大学図書館のこれからを再考する～」 
 
 講演者 東京外国語大学学術情報課長 茂出木 理子 
 
 
イントロダクション 
 東京外国語大学の茂出木です。最初にこの１時
間の進め方について皆さまと確認したいと思いま
す（図１）。 
 
図１ 本日の進め方 
まず「Ｏ」のアウトカム、１時間後にどうなっ
ていて欲しいのかということです。それは、皆さ
まに「学び」ということと「支援」ということに
関して「もやっと感」を持って欲しい、もやっと
した感じで終わっていただくというのが本日のゴ
ールです。次は「Ａ」のアジェンダ、進め方です
が、12分×５セットで進めます。結構忙しいです。
５セットのうちワークを２回入れます。１回目の
ワークでは、お隣の人とお話していただきますの
で、今一人ぼっちでいらっしゃる方は、そのとき
に誰と話そうかを今のうちから把握しておいてく
ださい。 
３番目の「Ｒ」ロール、皆さまの役割ですが、
先ほどまでの発表までは、聞く人で良かったので
すが、この時間はぼぉーっとしていると怒られま
す。「学びとる」という意識でお願いします。そし
て最後の「Ｒ」ルール、大事なことは時間厳守。
割と細かく時間を刻みますので、時間内に答えを
いただきたいと思います。 
 
１-１．私の主張 
 ということで、１コマ目に入ります。 
改めまして自己紹介をいたします。茂出木理子で
す。趣味は掃除と整理整頓です。図書館員向きで
すよね。自己評価ではないのですが、ある雑誌で
「明るく元気なプレゼンには定評がある」と紹介
いただいたので、ちょっといい気になっています。
私のプレゼンの特徴は三つあるそうです。比較的
簡単で分かりやすい言葉で語ること。しかし、行
間とか裏があるらしいこと。それから、笑顔でき
ついことを話すことです。自分で言うのもなんで
すけど、リピーターとかファンが多いのも分かり
ます。 
東京外国語大学 茂出木理子氏 
 
 本日のテーマである「場としての図書館」や「学
修支援」はここ数年、大学図書館業界でよく取り
上げられる内容ですが、私の意見をまず申し上げ
ます。新聞報道などで「大学図書館がわいわい・
がやがやの場になった」というように単純に言わ
れることに対しては、ちょっとムッと思っていま
 
 
 
講演者写真 
す。大学図書館が「ウキウキ・キャッキャッ」だ
けでいいのかということに対して、いいとは思え
ないというのが私の基本的な考えです。 
 もう一つ、学修支援に関してですが、最近の大
学図書館に関係するいろいろな答申とか文書に出
てきますが、正直なところ私は「支援」という言
葉がよく分かっていないのです。支援ってなんだ
ろうと考えると、グルグルするのです。あるいは、
誰かに「これが支援だ」と言われると、「それはち
ょっと違うだろう」と天の邪鬼な考えになってし
まうのです。 
支援って大変難しいキーワードではないだろう
かという思いが基本にあります。そして、そもそ
も学修というのは支援するものなのだろうかとい
うことも含め、「支援」はここ数年のマイテーマと
いうか、もやもやの種なのです。 
 
１-２．支援に関する私の迷走 
 そもそもなぜ、「支援」にもやもやしているのか
と言いますと、私のキャリアの中の係長時代、現
在の NII（国立情報学研究所）の前身である NACSIS
（学術情報センター）で、研修担当の係長をやっ
ていました。大学図書館や情報センターの職員に
対する研修企画と実施という支援的な仕事です。
その後、東京大学に移りましてリテラシーの担当
係長をやりました。これも、どちらかというと支
援的な仕事です。その頃（1999年頃）リテラシー
の仕事は先駆的な仕事で、カッコいい仕事でした
けれど、当時から、私はもやもやしていたのです。
やっていることが上から目線でしかないのではな
いかとか、本当にこれは誰かを助けていることに
なっているのだろうかというような思いをずっと
持っていました。 
 もやもやしていますので、ずっと迷走してきま
した。まず本を読みました。例えば、エドガー・
シャインの『人を助けるとはどういうことか』（英
治出版, 2009）などです。そのうち係長から課長
補佐、課長にとポストアップしたこともあって、
そもそもリーダー稼業と支援というのは近いのか
なと思い至ったのはグリーンリーフの『サーバン
トリーダーシップ』（英治出版, 2008）に出会った
ときでした。最近では、ナイチンゲールの『看護
覚え書』とか、ファシリテーションという言葉に
も興味の範囲を広げています。ただ、そういう文
献を読んだ瞬間は「ああ、なるほど」と思うので
すが、１週間ぐらいたつと、なんか違うとか、な
んかまだ足りないという思いがあって、迷走をし
続けています。 
 先日、玉川大学の新しい教育学術情報図書館の
見学に行かせていただきました。そのときにも、
学修支援に関していろいろ教えていただいて、そ
の瞬間、「ああ、分かった！」と思ったのですが、
やはりまだ自分の中で消化できていないと自覚し
ています。 
 
１-３．支援とコンパッション 
 最近、出合ったキーワードが「コンパッション」
という言葉です。教育関係や図書館業界ではほと
んど使われていないのでしっくりきませんが、辞
書で引くと、同情とかあわれみとかいう意味であ
ると説明されています。この「コンパッション」
という言葉をキーにいろいろ探していたら、アメ
リカのリンクトイン社のジェフ・ウェイナーCEO
が述べているものに出合いました。この内容が私
にはしっくりときました。ウェイナーは、本当の
コンパッションとは研鑽し卓越したものを相手に
提供し、かつ相手からも同じことを求めることで
あり、時には厳しさがコンパッションになること
があるというようなことを主張していますが、私
も「支援」に関して考えるのにこの視点は必要だ
と考えています。 
 なぜかといいますと、図書館員には、マニュア
ルとか規則に沿ってそつなくこなす仕事より、サ
ービス精神の赴くままに利用者に喜んでもらうこ
とならなんでもやりたいというような思考と行動
を取る方が多いと感じます。もちろんそのサービ
ス精神は良いことですが、本当のコンパッション、
あるいは支援といわれているものは、もう少し組
織的に、システマティックに、冷静に、論理的に
行うべきものであって、個人の感情のままにやる
ものではないという思いが私にはあります。それ
は、学修の場や学修支援ということを考えるとき
にも、もう少しシステマティックに、組織的に勉
強し、取り組むべきではないかという思いにも通
じます。 
 
２-１．第１回ワークタイム「学びに夢中になった
経験について」 
 ここからワークタイムです。本日のテーマは「学
修」にちなんで、大人になるまで、これまでに本
気で学んだ、あるいは夢中になった、あるいは学
んだことがすっと身に入ったと実感した経験、そ
の内容と、なぜそうだったのかということを振り
返って、お隣の人と意見を交換してください。そ
んなこと、生涯一度もなかったという方はそれで
構いません。 
時間ですが、まず１分間、各自話すことを考え
てください。その後、３分間、お隣の方とシェア
します。その後、３人の方を当てますので、持ち
時間１分で発表していただきますが、ご自身のこ
とではなく、お隣の方がおっしゃったことをうま
くまとめ直して話してください。つまり、隣の方
に話すことは、会場中に披露される可能性がある
ので、ものすごく個人的な話で人に聞かれるのは
嫌だという内容は避けてくださいね。 
では、スタートします。キッチンタイマーを持
ってきましたのでこれで時間を計ります。 
〔計４分経過〕 
 時間になりました。会場中が一気ににぎやかに
なって良かったですね。さて、これから全体発表
に移りますが、今お隣の方の話を聞いて、ものす
ごくいい話だったからぜひ私に発表させてくれと
いう方はいらっしゃいませんか？ いなければ私
が当てちゃいますよ。 
[会場１] 隣の方の経験で最近、本気で学んだこ
とということで、図書館に異動されてから資格を
取るために司書の勉強をされたというお話でした。
私も図書館に異動してから司書の資格を取ったと
いうことで、同じ経験があったので、とても共感
できました。 
[茂出木] ありがとうございました。切羽詰まっ
た事情により、やらざるを得なかったというご経
験ですね。皆さま、発表が終わったら拍手をお願
いします。 
 では、次の方を指名します。 
 
[会場２] お隣の方は、大学のときに環境マネジ
メントをかなり一生懸命勉強されていて、ただ教
育、学生に環境マネジメントを広げるのがちょっ
と難しいので、今も勉強しているということでし
た。私も環境工学に非常に興味を持って、勉強し
ております。以上でございます。 
[茂出木] ありがとうございます。ご自身の興味
が向いていることに関しては入り込んで学べると
いうお話でしたね。そう言われれば、皆さんもそ
うですよね。嫌いなことは学びたくないですよね。
では、最後にもう一方お願いします。 
 
[会場３] お隣の方は大学生時代に、ミュージカ
ルの歌詞を英語で言う授業があったそうで、自分
にとってはレベルが高いのじゃないかなと感じて
いたところ、高校時代に学んだ英語ですらすらで
きて、それが大変印象に残るというお話でした。 
[茂出木] ありがとうございます。過去に学んだ
ことが次に繋がったというエピソードですね。 
 
２-２．ワークタイムの振り返り 
 では、少し今のワークについてご一緒に振り返
っていきたいと思います。 
まず、時間が決められた中でわーっと盛り上が
るのは、それなりに楽しいですよね。もちろん、
こういうことがものすごく苦手だという方がいる
ので、無理強いはできないと思いますが、正解を
言わないと叱られるというような圧迫がない限り
は盛り上がるのは楽しいし、これも一つの「アク
ティブ」だと思います。しかし、盛り上がって良
かったねと終わってしまうのは危険です。やはり
大切なことは、振り返りをすることだと思います。 
 まず、私がなぜお隣の人の話をまとめ直して発
表してくださいと申し上げたかというと、自分の
ことというのは、非常に具体的になるのですが、
「取っ散らかっている感」があると思うのです。
これが第三者を通すことによって、客観視される
というか概念化されるというか、より分かりやす
くなります。そして、それをフィードバックされ
ることで、「私が言いたかったのはこういうことな
のね」と自分自身の理解が深まります。ですから、
よく言われているとおり、学生同士の語り合いと
か意見の交換とかということが、学びの深化に有
意義であるということは、今の短いワークの間で
も感じていただけたのではないかと思います。 
 スペースのことを言いますと、正直、本日のこ
ういう立派な会場で、意見交換しましょうという
のはかなり苦しいですよね。横を向いたり、後ろ
を向いたりかなり無理な姿勢を強いられます。そ
うすると、なぜアクティブラーニング・スペース
の椅子や机に可動性が必要かということも、体感
として分かっていただけたのではないかと思いま
す。 
 一方、小規模なクラスでアクティブラーニング
のスペースがないとグループワークができないと
か、アクティブラーニングが成り立たないかとい
うと、そうでもなく、本日のような座学的な会場
で、座学的な人数でも、工夫次第でアクティブラ
ーニング的なことはできるのではないかと思って
います。 
 学びに必要なものは何か？ということですが、
先ほどの発表の中でも出ていましたが、例えば、
ほどよいハードルがあって、達成した後のイメー
ジが持てるかとか、仲間とかライバルの存在とか、
あるいはお金を払った分は回収したいという気持
ちとか、教えてくれる先生が信頼できるというこ
とも要素でしょう。それから家族の後押しだった
り、応援してもらっている環境だったり、それか
ら先の発表にあったとおり、自分の好きなことに
夢中になるというのは「学び」であっても、基本
楽しいことでしょう。それから、お隣の方と意見
交換することで、共感したり、メタレベルでの理
解が進んだことでの「すっきり感」だったり、こ
れらも結構大きな要素だと思います。 
 したがって、「学修支援」を考えるときに、こう
いうことがうまく回るような仕組み全体が重要で、
単に図書館に可動式の椅子と机さえ置けばいいと
いうものでは、決してないと思うのです。 
 
３-１．どうすると学ぶことに入り込めるのか 
学生が学ぶ、あるいは単位を取るということに
関して、やらされ感とか、あるいは単位さえ取れ
ればなんでもいいということではなく、本気で達
成したいと思えるとか、後々まで学び続けられる
習慣とか、そういう力はどうやったら付くのだろ
うかということを真剣に考え、取り組みたいと思
うのです。 
 単純に「学びのモチベーションに環境は影響す
るのか」と聞かれたら、するか、しないかで言っ
たら、しないとは誰も言えないでしょう。また、
その環境は、図書館は静かなのとにぎやかなのは
どっちがいいだろうかという議論もありますが、
これもケース・バイ・ケースだろうと思うので、
不毛な議論だとも思います。もちろん、こういう
ことに関して質的量的な調査を綿密にやって、デ
ータを積み上げて、実態を明らかにするという研
究報告が出るのは大変ありがたいことですが、確
かにそのとおりだよねとか、これは体感的に分か
っていたことが数値化されたよね、いうことで、
目からうろこが落ちるほどの新機軸というのは、
なかなか出ていないように正直感じます。 
 先ほど、自分が好きなことには夢中になれると
いう話が出ましたが、チクセントミハイの「フロ
ー（Flow）理論」にも書かれています。要するに
夢中になっているときって人間は真剣になるし、
入り込むし、能力も上がるしという、これも言っ
てしまえば当たり前なことですが、フロー状態の
特徴には、図書館が学修支援や学修環境を考える
ときにヒントになることがあげられています。 
例えば、「自分のしていることに集中できている」
こと。図書館の中がうるさかろうと、静かだろう
と、窓側を向いて座っていようと、一人で座って
いようと、グループで座っていようと、とにかく
集中できるとはどういうことかを、実感として自
分で体験したほうがいいと思います。 
それから、「直接的なフィードバックがある」で
す。これは「対話」と言ってもいいと思うのです
が、二人でお話をしていても、興味なさげな態度
をとられたり、ネガティブなことばかり言われた
ら嫌ですよね。「うんうん、なるほどね」とか、「私
もそうなんです」とかいう相槌だったり、あるい
は振り返りを促すフィードバックが、しかも直接
的にあることが重要のようです。 
それからもう一つは、「自分の行為を統制してい
る感覚をともなう」状態です。夢中にはなってい
るのだけれども、自分で自分をコントロールでき
ている感覚というのが必要になる行為です。そう
いうことが、図書館や学修の場だけでつくり出せ
るのかと思うと、正直不安な気持ちもあります。 
 少し、話が横道にそれますが、うちの大学の先
生から聞いた話です。４年生の学生から、先生の
授業が非常に面白いので既に履修はしたから単位
は要らないけど、今年もぜひ聴講させてくれと言
われた話です。私は、面白い授業ってどんなんだ
ろうと興味が尽きないのですが、「面白い」という
ことは学修支援を考えるときに欠かせない気がし
ます。 
 一方、気を付けなければいけないのは、自分が
楽しいからといって、周りが面白いかというとそ
うでもないことがままあることです。授業でも、
抜群に面白いと先生は思っているのだけど、学生
はそうでもないというのは、失礼ながらどうかな
ぁと思います。また、図書館の活動、サービスで
も図書館では「面白い」から学生は参加している
と認識しているけど、学生にとっては義務だから
嫌々でも来ているという関係性も嬉しくはないで
す。 
 
３-２．学びのモチベーションと「環境」 
学びのモチベーションと環境といった場合、狭
義の環境として「場所」については、既に多くの
方が書かれていますし、図書館のリニューアルの
際にも意識されていることなので復習になります
が、まず安心感でしょう。安心感というのは、自
分がそこに堂々といていいという安心感にほかな
らないと思います。われわれ職員は、自分の執務
机があり、そこにいることが当たり前だという安
心感があるから、大学にいてもそう不安ではない
はずです。しかし、学生にとって、堂々と何時間
でもいていいよという場所は学内には意外と少な
いようです。そういう意味で、安心感というのは
図書館にとっては非常に大きな要素だと思います。 
それ以外にも、場所として清潔で、利用の自由
度はあるのだけどコントロールされている場所で
あること。それから先ほど申し上げた「反応があ
ること」もポイントです。どんなに綺麗なところ
でも一人でぽつんといるのは逆に不安でしょう。 
その他にも音、光、色の要素も重要です。先ほ
ど、明治学院大学の新しい図書館を見せていただ
きましたが、一番印象的だったのは「色」です。
館内の色の統一感にかなり気を使われたのだろう
なと勝手に感激していました。 
広義の環境としては「信頼感」が必要だと思い
ます。昨年 11月に『アクティブラーニング失敗事
例ハンドブック』というのが出ています。お読み
になった方も多いと思うのですが、とても面白か
ったですよね。このタイミングでもう失敗事例の
ハンドブックを出しちゃうのかという、その思い
切りの良さも含めて面白かったです。 
 いろいろな事例が書かれていましたが、私なり
にものすごく乱暴にまとめますと、特に産業界と
の連携によるアクティブラーニングなので顕著に
表れたのだと思いますが、とにかく学生、教員、
企業の間でぎくしゃくして、こなれていなかった
ということが原因のようです。とはいえ、ぎくし
ゃくしていても授業だし、単位は出さなきゃいけ
ないので、とにかく終わらせる。そのときに行わ
れたのが目的のすり替えで、最初はもっと高度な
ことを目指していたけど、最終的には、まぁこの
へんでいいかというように落ち着かせて、結果と
して、中途半端さだけが残ってしまった。 
要するに関係者の意識のすり合わせ問題で、そ
れは「信頼感」なしでは成り立たないように思い
ます。が、言うのは簡単ですが、実際問題として
なかなか難しいことですよね。 
 
４-１．第２ワークタイム「教え合うことについて」 
 さて、皆さま方にはだんだん「もやもや」が増
してきていると思いますが、次のワークです。今
度はグループワークというか、「教え合い」をやり
ます（図２）。 
 
図２ ワークタイム 
この問題は、ネット上でも拡散されていたので
答えを知っていらっしゃる方、いらっしゃいます
よね。手を挙げていただけますか。 
 では、この答えを知っているよという方は、で
きるだけ多くの方に答えを教えてあげてください。
教え合いですから。教わった人は、また次の人に
回してください。私の期待としては、１分後に会
場の全員が答えを知っていることです。仲間はず
れにならないように、積極的に聞きに行ってくだ
さいね。いいですか。用意、スタート。 
〔１分経過〕 
さきほどのワーク以上に盛り上がりましたね。
茂木健一郎先生も、答えが分からなくて、もやも
やするのも脳にいいけど、答えを知ってすっきり
するのも脳にいいとおっしゃっています。 
ネット上での答えは、「２番目の＋に斜めに線を
入れて４と読みかえ、545＋5＋5＝555」でした。
「これ以外の答えを間違って教えてしまった…」
という人はいますか。 
 
[会場から] 「ノットイコール」を使いました。 
 
 
図３ ワーク２の答え 
[茂出木] 下の式ですよね（図３）。私も、最初に
問題を見たときこれが正解だと思いました。決し
て間違っていないと思うのですが、ネット上では
下の答えは反則だから駄目と書いてあって、かな
りムッとしました。 
 もし、これが授業や講習会の場として、上の段
の答えしか正解じゃない、下の答えは間違いです
と、教師が、あるいは図書館員が言ったとします。
そう言った瞬間に先ほどのようなグループワーク
はまったく意味がなくなってしまいます。グルー
プワークでは、上の段の答えしか思いつかなかっ
た人が、下の段の答えを知って、正解じゃないか
もしれないけれど、そういう考え方もありなのか
と気づけることが重要だと思います。 
 先程、「安心感」というキーワードに関して、そ
の場所に堂々といていいこと、というように申し
ましたが、これは堂々と一人ぼっちでいてもいい
という意味でもあります。最近の学生には、一人
でいることを嫌がるというか、一人でいると思わ
れることが嫌だという現象があるようですが、図
書館ぐらいは一人で堂々といていいと伝えたいし、
一人だけ違う答えでもいいとか、そういう意味も
含めての安心感というのも学修支援では実は大事
ではないかと思うのです。 
 
４-２．ワークタイムの振り返り 
 さて、このワークで足りなかったことは何でし
ょうか？ 最初のワークも、今のワークも会場中
で大変盛り上がったわけですが、それは本当に「ア
クティブな活動」だったのでしょうか？「誰かか
ら答えを教えてもらうことを待っていた状態」、そ
の時間は、実はちっとも頭を使っていなかった状
態ではなかったでしょうか。自分では考えること
を止めて、答えを教えてもらえるのをただ待って
いようとかという感覚ではなかったでしょうか。 
外山滋比古先生の『思考の整理学』で、知るこ
とと考えることは別物と書かれていますが、レジ
ュメの参考資料にあげた『ディープ・アクティブ
ラーニング』に書かれていた物理学の授業のエピ
ソードが興味深い内容です。学生が難しい応用問
題にも正解がぱっと出せるので、うちの学生はす
ごく優秀だと先生は思っていた。しかし、ある日、
基本的な概念を問うテストをやったところ、多く
の学生が正解できなかったという内容です。学生
は問題の解き方のみを覚えることに意識が集中し
ていて、概念の理解はできていなかったのです。
しかし先生は、応用問題が解けるのは基本的な概
念が理解できているのが当然のことだと思い込ん
でいたので、よもや学生が概念を理解できていな
いとは思ってもいなかったと。そこから、どうす
れば学生が概念をしっかり学べるのか、そのため
には一方的に自分がしゃべっていても駄目だと気
づき、様々な工夫を授業内でされていくのですが、
この続きは、ぜひご自身でお読みいただきたいと
思います。 
 もう１点、「アクティブを誤用していないか？」
という点についてです。みんながわーと盛り上が
れば、今日の学びはアクティブだったよねと安心
したいのですが、実際のところ、今のように「答
えを教えてもらってください」、「正解が分かりま
した。よかったです」というのは実は全然アクテ
ィブではないように思います。 
図書館の活動でも、特にリテラシー授業などで、
講習する側がものすごく一生懸命やって、説明し
たいことは全部言い切ったと満足できても、受講
側の学生の方は、全然アクティブになれなくって、
言われたとおりに操作しているだけかもしれませ
ん。私が、情報リテラシー担当の係長をやってい
たときの不安を言葉にすると、言い方は悪いので
すが「やっていることは、自己満足にすぎないの
ではないか」で、実はその思いはずっと持ち続け
ています。 
 
５-１．お茶の水女子大学図書館改革の秘話 
 まとめのコマに入ります。 
私がお茶の水女子大学の図書館でラーニングコ
モンズやカフェをスタートしたのは 2007年です。
ちょっと威張った言い方になりますが、日本の大
学では先駆的だったと思います。なぜ、本日この
話を持ち出したかというと、一つには、やはり時
間を置いても振り返らなきゃいけないな、と考え
るからです。自分にとっては過ぎた仕事だから、
まあ、今更どうでもいいのですが、「学び」という
ことを考えるときに、やはり振り返らなきゃいけ
ないと思うのです。よく、失敗したことを振り返
れと言われるのですが、失敗を振り返るって嫌じ
ゃないですか。どうせ私が悪かったのです…とい
う気持ちが募って滅入ってしまいます。私は、逆
にうまくいったことをきちんと振り返ったほうが
いいと思っています。 
なぜお茶大であの短期間でそんなに一気にでき
たのかという質問に対して、私はこれまで、館長、
学長のご協力がありうんぬんとお行儀のいい答え
をしていたのですが、違うな、それだけじゃない
なと考えています。一言で言い切ると「学内外で、
お茶大図書館に注目をしている人なんか誰もいな
かった。だから短い時間に好きにやれた」です。 
 もう一つ、なぜこの話をしたのかというと、改
めて振り返って気づいたことがあります。2006年
に着任して 2007 年にラーニングコモンズをオー
プンさせたときに、一度たりとも私はお茶大図書
館を「居心地のいい図書館」にしようと思ったこ
とがなかった。何がやりたかったかというと、「イ
ケてる図書館」にしたかったのです。ただ、例え
ば『大学図書館研究』などに投稿するときに、「イ
ケてる図書館」を目指しているとは書けず、言葉
を飾ってしまったので、誤解されている気がする
のです。決して「ウキウキ・ランラン」「わいわい・
がやがや」の図書館を目指していたわけではない
ことを、この場をお借りして宣言しておこうと思
います。 
 
５-２．本質的な諸相への気づき 
 学びの支援あるいは学びそのものを考える場合、
学んだことがしっかり身に入って、さらに学びが
続けられるためには、振り返りがしっかりできて
いなければ駄目なのではないかと思います。振り
返りの時間って、社会人になると忙しくてなかな
か取れないですが、意識してやっていかないと全
てのことが通り過ぎ、全てのことが評価のためだ
けの仕事になってしまうと実感しています。レジ
ュメの参考文献に挙げたコルトハーヘンの『教師
教育学』には、振り返りということで一番大事な
のは、「本質的な気づきである」という記載があり
ました。つまり、軽い振り返りではなく深い振り
返りです。 
 松下佳代先生の『ディープ・アクティブラーニ
ング』はタイトルにひかれて読んだ本ですが、本
当に学びを身に付けるとか、学びを続けられると
かに関しては、深い学習が必要であると書かれて
いますが、深い学習で一番に言われているのは、
やはり「振り返る」ということです。浅い学習と
は、知識を記憶するとか、文章を理解する、言い
換える、記述するというレベルですが、これはテ
クニック的に覚えればできるかもしれません。し
かし、深い学習をさせるために大学図書館は何を
すればいいかと考えたときに、「わいわい・がやが
や」できる場をつくりました、ここでみんなで盛
り上がってくださいね、というだけは浅すぎる気
がするのです。 
 
５-３．場所と場について 
 中原淳先生の『人事よ、ススメ！』は、企業で
の人材育成の話なので、大学生の学修支援とはち
ょっと離れていますが、「場所と場」に関して面白
い事例が書かれていました。ある会社でコラボレ
ーションスペースをつくって、部署の壁を越えて
社員が自由に話す場をつくってほしいと言われて
設計したところがある。しばらくして、デザイナ
ーさんがどうやって使われているのだろうと思っ
て行ってみたら、「ここはコラボレーションスペー
スですので私語は慎んでください」という張り紙
があった。どんなにがっかりしたかという話なの
ですけれども、この事例に対して、中原先生は、
「場があった上で場所を与えたら機能するけれど
も、場所を生み出したからといって場は生まれな
い」と総括をされています。まず、場所ではなく
「場」ですね。人間同士の関係性といったものが
あった上での場所であるということです。確かに、
きれいな場所をつくりました、ここは、アクティ
ブラーニングスペースです、はい、どうぞといっ
て動くかというと、やはりそうではないでしょう。
もちろん、場所が生まれたからここでなんかやっ
てみようかな、ということは起こり得ますが、図
書館がリニューアルできた、きれいになった、ア
クティブラーニングスペースができた、やれやれ
良かったで終わるのではなく、実はそこからが一
勝負というように思います。 
 さて、場と場所に関してですが、これは東京外
大の研究講義棟の写真です（図４）。 
 
図４ 東京外国語大学研究講義棟 
去年、ラーニングコモンズについて話して欲し
いと言われて、あちこちの図書館のラーニングコ
モンズの写真のスライドを見せながら、これはラ
ーニングコモンズですか？という質問をしたころ
がありますが、誰もこの写真を見て、ここはラー
ニングコモンズだとは言わなかったです。それは
当然でしょう。うちの大学もここをラーニングコ
モンズとは呼んでいません。が、同じスペースを
別な日に撮った写真を見てください（図５）。 
 
図５ 東京外国語大学研究講義棟 
一人で課題をしている学生もいるし、丸いテー
ブルでグループ学習をしている学生たちもいるし、
それから隣のテーブルではなんか友達としゃべっ
ていますね。同じテーブルにいても、会話には加
わらず一人で勉強している学生もいますね。場と
しては十分機能しているように感じます。 
 この状態を、学生はここでは学んでいない、な
ぜならここはラーニングコモンズではないからと
言ってしまうと、非常におかしな文脈になってし
まうと思います。あるいは、こんな場所じゃなく
って、図書館に来ればいいのにと、ついつい図書
館員としては思ってしまいますが、ここがいいと
思っている学生を無理やり連れていくわけにもい
きません。 
 
５-３．最後の問いかけ、今欲しい支援はなんです
か？ 
 さて、ちょうど良いお時間になりました。最後
の問いかけです。 
最初に 60分後には「もやっと感」を持って欲し
い、学ぶとか支援ということについて、分かった
ような気になったけれど、本当にそうかという「も
やもや感」を残していただきたいというように申
し上げましたが、どうでしょうか。では、挙手お
願いします。ちょっともやもやしている人。かな
りもやもやしている人。全然もやもやしていない
人。はい、ありがとうございます。 
 では、もう一つ問いかけます。この１時間、い
ろいろやっていただきましたし、頭を使っていた
だいたのでお疲れかとは思いますが、このタイミ
ングで、一番欲しい支援ってなんでしょうが最後
の問いかけです。この１列にマイクを回しますの
で、一言ずつお願いします。 
 
[会場１] そうですね。支援ではないのですけど、
そろそろ休憩したいです。 
[会場２] いすの座り心地が悪くて、おしりが痛
いです。 
[会場３] 立ち上がりたいです。 
[会場４] オフィスの同僚に言いたいです。 
[会場５] コーヒーが飲みたいです。 
[会場６] 私はトイレ休憩に行きたいです。 
[会場７] 私の仕事を支援してほしいです。 
[会場８] 少し考える時間をいただきたいと思い
ます。 
[会場９] あったかいコーヒーが欲しいです。 
[会場 10] 財政的な支援が欲しいですね。 
[会場 11] 部署に持ち帰って、みんなと話題を共
有したいです。 
[会場 12] 早く職場に帰って共有したいです。 
 
[茂出木] ありがとうございます。このように、
まずはちょっと休みたいとか、ぼぉーっとしたい
とか、あるいはもうちょっと居心地のいい椅子に
座らせてくれとか、普通１時間も座っていればそ
う思いますよね。だから、学生が授業の後は合間
に、どこかでゆっくりしたいとか、図書館に行っ
て特に何をするわけではないけど、座り心地のい
いソファでぼぉーっとしたいとか、コーヒーを飲
みたいとか、ちょっと友達としゃべりたいとか、
いろいろな要求が出てくるのは当然のことのよう
に思います。 
 
５-４ まとめに代えて 
 まとめです。今、皆さんが本音でおっしゃった
要求をきちんと考えることは結構大事なように思
います。あるいは、それをご自身の実感として分
かっているということが重要です。 
必ずしも私のレジュメに参考文献が書かれてい
るからといって、すぐにも読みたいですとかとい
う気にはならないのですね。だから、学生が授業
が終わったらすぐに図書館に行って、文献を読み
に来ないからといって、イラっとしてはいけない
と思います。 
 講演の中で「コンパッション」というキーワー
ドをあげました。「コンパッション」には、深い思
いやりとか、同情とかの訳がありますが、視点を
変えると、「自分の想定した答えに相手をはめ込ま
ない」ということにも通じます。つまり、こうな
って欲しいとか、こうあって欲しいとか、当然支
援する側は思うわけです。でもそれは、自分にと
っての理想の結果であって、決して相手の理想と
する結果ではないかもしれない。 
これは大変難しいところで、そんな甘いことで
はうちの学生は勉強しないので、かなり強制力を
持ってぐいぐい引っ張らなきゃ駄目なのですとお
っしゃるところもあって、確かにそのとおりだろ
うと思います。一方、ぐいぐいと引っ張るだけが
支援かというと、やっぱりそうでもないと思うの
です。 
 ということで、私としてはやはり支援というの
は難しいし、よく分からないことが多いです。た
だ、このよく分からない状態を持ち続けられてい
るということは、いいことではないかと思うので
す。簡単に学修支援とはこうであるべきという結
論、あるいは分かりやすいきれいな言葉でまとめ
るということに関して、反論したい気持ちがムク
ムクとあるというのが、本日の私のまとめになり
ます。 
 ちょうど時間ぴったりですので、これで講演を
終わります。ありがとうございました。 
 
―質疑・応答― 
[司 会 ] 茂出木さん、ありがとうございました。
せっかくお時間がございますので、質問がある方
は挙手をいただけませんでしょうか。 
 
[愛知学院大学 足立祐輔氏] 愛知学院大学の足
立と申します。大変刺激のあるお話を本当にあり
がとうございました。学修支援の手技、これから
の大学図書館は、私ももやもやっと今は考えなが
ら、私としては個性のある、また特徴のある大学
図書館にこれからしていかないと、金太郎飴みた
いな大学図書館は、ラーニングコモンズがどこに
でもあるみたいな、それだけでもいけないだろう
し、そういうふうに思うのです。茂出木理子さん 
は、この学習支援の次に、どんな大学図書館を構
築しようと思われているのかな、という質問です。 
[茂出木] 何にしましょうね。今年の国立大学図
書館協会の総会では研究支援とかオープンサイエ
ンスなどのキーワードは出ているのですが、私個
人としては、職員が自分の頭で考えて自発的に動
ける図書館でありたいなという思いがあります。
つまり、次はこれだよねという答えをもらってか
ら、そっちに向かってみんなで足並み揃えて走る
だけではつまらないような気がしています。 
 非常に答えにくいのですが、私としては、どん
なキーワードにも当てはまらない、取っ散らかっ
た図書館が出てきてもいいのかなとさえ思います。
もうちょっと面白くやっていくということを考え
たいです。そうではないと、せっかく頑張ってい
る若手がつまらないんじゃないかなという気がし
てなりません。すみません、きちんとしたお答え
になっておりませんが、以上です。 
[足 立 ] ありがとうございます。 
 
[司 会 ] ありがとうございます。ほかにどなた
か、いらっしゃいませんか。 
[茂出木] でも、お疲れの方が多いようですので、
多めに休憩を取るのが良いのではないでしょうか。 
[司 会 ] もし、質問したい方は後で個人的にと
いうことですね。 
 そうしましたら、これで茂出木さんの講演を終
わらせていただきます。もう一度茂出木理子さん
に盛大な拍手をお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）本校は、 
・私立大学図書館協会 第 76 回（2015 年度）総
会・研究大会の 2015年 8月 28日（金）に 行われ
た研究大会講演の内容です。 
・2016年 2月上旬に私立大学図書館協会加盟館へ
発行される会報 145号に掲載されるものです。 
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